
1. はじめに

プログラミングを学習し始めた初学者にとって，作

成したプログラムが本当に正しいかどうかを判断する

ことは容易なことではない．また，プログラミング経

験が乏しい初学者は，テストを行った経験も同様に乏

しい．したがって十分なテストケースを作成すること

ができず，十分な動作確認を行うことができない場合

がある．

そこで本研究では，教師が作成したテストケースを

用いて学習者のプログラムをテストし，正誤判定を行

い，フィードバックを返すシステムを開発した．この

システムは主に学習者が利用することを想定し，プロ

グラム修正の補助になることを狙いとする．このシス

テムを用いることで，学習者は自分で作成したテスト

ケースの不足分に気づくことができ，更に，不足して

いたテストケースでは見つけることができなかったプ

ログラムのバグに気づくことができると考える．学習

者は課題のプログラムを作成し，このシステムを用い

てプログラムを見直す．その後修正したプログラムと

共にレポートを提出するという流れを想定している．

プログラミング演習の課題を自動でテストする研究

は多く行われている（1）〜（4）．関数を対象とした研究が

行われる中，本研究では特定の関数のみではなくプロ

グラム全体をテストするシステムを開発した．また，

自動テストの際にブラックボックステスト手法を用い

て学習者のプログラムの正誤を判断することでテスト

ケース作成における教師の負担を減らすことができ

る．

2. システムの提案

2.1　概要

提案するシステムの流れを図 1 に示す．学習者は

本システムを利用した後，通常の方法でレポートを提

出し，評価を受けることになる．本システムの判定結

果をレポートの評価に使うことは想定していない．本

システムは Java を用い Web アプリケーションとして
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図 1　システムの概要

システム教師 学習者

（1）模範解答プログラムと
テストケースを登録

（5）判定結果を元に
フィードバック

（3）プログラムを
送信

（2）模範解答プログラムを実行し，
出力結果を保存

（4）学習者プログラムを実行後出力結果を保存し，
（2）の結果と比較して正誤判定


